
 

                

 

 

 

 

 

 

 令和 5年度 長浜小学校便り 10月号  文責：大達高弘 

 

 

 

朝夕めっきり涼しくなり、つい先日まで残っていた夏の暑さが

嘘のようです。気がつけば、季節はすっかり秋になりました。保護

者、地域の皆様、どんな秋をお過ごしですか。 

学校では学びの秋、スポーツの秋、芸術の秋、読書の秋が真っ盛

りです。令和５年度も折り返しを過ぎ、子どもたちはそれぞれの学

年、発達段階に応じて、しっかりと力をつけてきているように感じ

ます。 

最近、特に、子どもたちの挨拶が変わってきました。朝の登校時

の挨拶の声、校長室にいても聞こえてくる各学級の朝の会での挨

拶の声、そして学校にいらしたお客様に対する挨拶の声が大きく

なったのです。学校全体で、挨拶についての指導を特別にしたわけ

ではありません。しかし、実際に子どもたちの挨拶が変わってきた

のです。先日も来校されたお客様から、子どもたちの挨拶を褒めて

いただきました。私も、校長室にいて、玄関から響く子どもたちの

その挨拶を耳にしましたが、ほんとに素敵な挨拶でした。 

★【挨拶（あいさつ）】の意味 

   【挨】…押し開く、互いに心を開いて近づく 

   【拶】…迫る、すり寄る 

➡つまり 

 ○自分の心を開き、相手を認め、相手の心に近づく こと           

 

【挨拶】には、上記のような意味があります。挨拶ができるとい

うことは、きちんと相手の存在を認め、その相手に対して心を開い

て近づこうとしているということなのです。つまり、長浜っ子の中

に他者意識が育ち、よりよい関係を築こうとする気持ちや意欲が

高まってきた証拠だと言えます。嬉しいですね。きっと保護者、そ

して地域の皆様のたゆまない教えや、愛あるかかわりが、子どもた

ちの心を育て、挨拶の変化につながってきたのだと思います。 

ただ、私は必ずしも、大きな声での挨拶を子どもたちに求めてい

るわけではありません。もちろん元気のある、大きな声での挨拶は

素敵です。ですが、子どもの中には大きな声を出すのが苦手な子、

大きな声が出にくい子、恥ずかしさや緊張感が強い子など、様々で

す。そうであるならば、自分らしい挨拶の仕方を見つけ、実践して

ほしいと考えています。相手を認め、心を開いて近づくことが挨拶

なら、相手の目を見てにこっと笑うだけでもいい、声を出しにくけ

れば、相手の挨拶に軽く会釈を返すだけでもいい。それだって立派

な挨拶の形のような気がします。こうでなければならない、こうし

なければならないと考えると、挨拶をすることが苦しくなるよう

な気がします。挨拶は強制されてするものではありません。 

私は毎朝、正門に立って子どもたちを迎えていますが、子どもた

ちの挨拶はほんとに千差万別で、いろいろなスタイルがあります。

私は、どの子の、どの挨拶のスタイルも、その子らしくて大好きで

す。心が通った気がして、嬉しくなります。人の気持ちを明るく、

温かく、そして元気にしてくれる挨拶。長浜っ子が、自分らしい挨

拶の仕方で、他者とよりよい関係を築きながら、毎日を笑顔で過ご

すことができる、そんな学校になればと願っています。 

素敵な挨拶が長浜小学校だけでなく、この校区内に広がるよう、

保護者、地域の皆様も子どもたちとぜひ挨拶を交わし合っていた

だければ思います。どうぞ、よろしくお願いいたします。 

学びの秋 ～学力向上に向けて～ 

６年生を対象として４月に行われた全国学力・学習状況調査の

結果が学校に返却されました。新聞やテレビなどの報道を通じて

結果や島根県の状況等についてご存じの方も多いのではないでし

ょうか。学校においても、その結果を分析し、６年生だけではなく

各学年の授業改善や学力向上の取組を進めていきます。 

【調査から見えた長浜小学校の課題】 

 

 ★国語 

  ・複数の情報を整理して自分の考えをまとめたり、書き表 

し方を工夫したりすること 

  ・複数の資料を読んで理解したことを関連付けながら、自 

   分の考えをまとめること 

 ★算数 

  ・問題文から、数量関係を読み取ったり、問題場面を想像 

   したりしながら考えること 

 

 上記のような課題を克服していくためには、問題文の内容（問題

文にある大切な情報や、課題解決に必要な数量関係など）を正確に

読み取る力、自分の考えをまとめ表現する力をより高めていく必

要があります。 

 浜っ子だより７月号でもご紹介しましたように、本校は今年度、

浜田市教育委員会より【算数科授業改善指定校】の指定を受け、算

数科を中心に授業改善に取り組んでいます。主体的に解決に向か

いたくなる【問いの工夫】、対話によって生まれる【深い学び】の

ある授業をさらに創造していくことはもちろん、教科や学習内容

に応じて、【読み取る】【考える】【書く】などの活動の軽重をつけ

ながら、ねらいをより明確にした学習指導を進めていきたいと考

えます。また、力をつける・伸ばすためには、多様な問題をたくさ

ん解くことも大切です。授業時間に取り組む問題数を増やすため

の工夫、定期的に取り組んでいる書き取り・計算会の充実、朝活動

への学習タイムの新設など、取組をさらに進めていきます。 

 学力向上が目指すのは、決して目に見える点数のアップではあ

りません。学力は子どもたちの夢や可能性を広げたり、支えたりす

るものです。子どもたちの「生きる力」の大切な要素の一つです。

子どもたちが夢や希望をもち、自分らしく、よりよく生きていくた

めに必要なものなのです。 

よりよくなりたい・もっとできるようになりたいと前向きに頑

張る子どもたちの意欲に応え、その姿勢を認め、肯定的な評価をし

ながら、長浜っ子の学力向上を目指していきます。 

                

 

 

 

 

 

 

学校の取組にご理解をいただくとともに、ご家庭においては、 

○寝る時刻、起きる時刻、家庭学習の時間を固定したよりよい生活

リズムの確立 

○学校で学習していることや宿題の内容、家庭学習への取り組み

方（学年に応じた学習時間など）についての確認 

などについて、引き続きお声かけをお願いします。 

      

今日の成果は過去の努力の結果であり、未来はこれから

の努力で決まる。（稲盛和夫氏/実業家・京セラなどの創業者） 

 

 



 ９月２９日（金）、１年生から４年生が遠足に出かけました。こ

の日は絶好の遠足日和でした。１・２年生は島根県立しまね海洋館

アクアス、３・４年生は島根県立万葉公園に行きました。長浜小学

校では２学年ずつが同じ場所へ出かけます。運動会での色を基本

として異学年で班を作って行動します。ただ学校を離れて楽しく

過ごすだけではなく、遠足という機会を利用して、上学年が下学年

をリードしたり、学年の枠を超えてグループで協力したりするこ

とを経験できるようにしています。 

 実際の遠足では、それぞれの場所で、子どもたちはよく遊び、よ

く学び、そしていっぱい楽しんだようでした。帰校した時の子ども

たちの顔には遠足を満喫した充実感が滲んでいました。 

 

 

 

 

 

 

    

   １・２年生：手をつないで移動    １・２年生：みんなで遊びの相談 

 

 

 

 

 

 

 

３・４年生：協力しながらスタンプラリー   ３・４年生：みんなで楽しくお弁当 

 

【遠足後の感想より ～３年生男子～】 

 ぼくのチームのめあては「全員同じペースで歩く」に決め 

ました。チームは３年生が６人で、４年生が４人の１０人で 

した。スタンプラリーで長い距離を歩いたけど、４年生が歩 

くペースを考えてくれてうれしかったです。ぼくは、歩くペ 

ースを合わせてくれる４年生がやさしいと思いました。 

 

頑張った西部合同学習 
１０月４日（水）、たんぽぽ・ひまわり・すずらん学級の子ども

たちは西部合同学習で、金城町にあるウェスタンライディングパ

ークに出かけました。今回は、長浜小学校が担当校だったため、子

どもたちは当日の始めの会や終わりの会の進行を担当し、あいさ

つもしました。この日に向けて必要なものを準備し、練習を重ね、

立派にその役を果たしました。残念ながら欠席となった友達の分

まで、しっかりと役割を果たし、また他校の友達や動物と交流した

り、触れ合ったりしながら、普段の学校生活ではできないたくさん

の素敵な経験をしました。 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月１８日（水）、第１８回浜田市小学校体操競技大会が開

催されました。今年度から有観客となり、市内１６校の小学校か

ら３００名を超える選手が参加して盛大に開催されました。体操

大会は、陸上大会とは異なり、出場を希望した５・６年生児童が

放課後を中心とした練習に取り組み、校内選考を経て、選手とし

て出場しました。 

大会までの放課後練習では、参加した一人一人、自分なりの目

標をしっかりともち、一生懸命に練習に取り組みました。その姿

からは、いつも子どもたちに大切にしてほしいと話している【挑

戦】の気持ちが伝わってきました。真剣な表情、練習に向かう姿

は頼もしく、かっこよく、そしてきらきら輝いていました。 

当日は、会場の大きさや広さ、また多くの人に見られる緊張感

に負けることなく、それぞれが自分のもてる力をしっかりと発揮

しました。中には、思うような結果が出なかった子どももいたよ

うですが、それも貴重な経験だと思います。大切なことは、結果

ではなく、この大会に向け目標をもち、本気で練習し続けたとい

う事実なのです。素晴らしい体操競技大会でした。 

 

 

 

 

 

 

 

★体操競技大会入賞者★ 

○男子マット 

   銀賞：米村唯人    銅賞：大屋遙真 

○女子マット 

    金賞：谷岡美月    銀賞：佐々岡芙海   

銅賞：金山美空  下野実花  笹川 樹 

    ○男子跳び箱 

      銀賞：黒川煌翔   

銅賞：大畑朔人  串崎雄和  金森龍成  大屋遙真 

    ○女子跳び箱 

    銀賞：黒見未織    銅賞：下間心葉  金森 華 

  ○女子鉄棒 

    銀賞：竹野心來  和田桃花  土田望華 

    銅賞：櫟田じゅりあ 

 

１１月の主な行事 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１日（水）委員会活動 

８日（水）浜田市小中学校連合音楽祭（AM） ★６年生参加 

９日（木）就学時健康診断   

１４日（火）お話プレゼント 

１５日（水）SC来校 クラブ活動   

２４日（金）６年生交流活動（三中） 

２５日（土）学習発表会・開校１５０周年記念撮影 

       ８：４０～１１：１０ 発表会 

      １１：３０～ 校庭集合・記念写真撮影 

      １１：４５～１２：００ 特別支援学級販売活動 

 ※記念撮影は児童・教職員・保護者そして地域の方、みなさ 

んで撮影したいと思います。学習発表会へのご来校に合わ 

せ、どうぞお気軽にご参加ください。          

２７日（月）振替休業（１１月２５日分） 

 

★あくまでも予定ですので、変更になることもあります。 


